
【取り組む際に生じた課題】
• コロナ禍で従来の運送便が使えなくなり、運送会社の新規取引先を探したり、新し
い形の書類の作成に手間取ったり、出荷時期が遅れ専門知識の必要性を感じた。

• 取引国が増えることで海外PL保険などについての調整が必要になった。

【ウェブサイト】 http://www.tukicha.com 

【対応の結果】
• 予定通りの商品を期間内に納品。
• 新取引の前に各国の詳細を理解したうえで打合せに臨め、対面でなくともスムー
ズに進められた。

デンマークでの店頭での
様子

農薬・化学肥料及び動物性の肥料を使用せず、地域の草木を還し、奈良・大和高原の地勢を活か
したお茶の輸出に、生産から販売まで一貫した方針で取り組む。
全圃場で栽培から小分け・梱包までの全工程に導入している有機ＪＡＳシステムを活用し、 圃場ご
と品種ごとに個別に仕上げた商品を細やかなニーズに結び付けて企画販売。

輸出量(kg) 出荷時期

令和２年度 280
通年令和元年度 230

平成30年度 290

茶（煎茶、紅茶、ほうじ番茶、ほうじ煎茶等）

【主な品目】

ドイツ、カナダ、デンマーク、フランス等

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 送料の値上が続くのであれば長期的対策が必要。
• 昔からの取引先が変わらず購入を継続、輸送に伴う課題を共に問題に取組んで
くれたことから、ネットメディアを活用した個別の情報共有に努め、個々の取引先
との連携強化をしていきたい。

【生じた課題への対応】
• 品質管理上避けていた船便を再検討、輸送中の梱包材等を工夫した。
• 茶以外の食品輸出実績のある取引先に運送便などについて問い合わせた。
• JETRO奈良の協力にて、各国のPL保険の状況などを理解し取引先と相談した。

【連絡先】 担当者名：岩田、ＴＥＬ：0743-92-0739 

（平成10年度より輸出開始）

奈良県 月ヶ瀬健康茶園（株）
『有機茶を欧米へ』

茶

【効果があった取組】
• 茶種、ロット、ビンテージなど商品のアイテ
ム数を増やす取り組みを行った。

• 同じ原料で異なる茶種の提案を行った。

【活用した支援・施策】

熱湯で淹れる自然栽培の
煎茶を店頭で淹れた様子


